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第３節 研究開発の内容 

研究開発テーマⅠ 

併設型中高一貫教育校として,学際的な理数教育と探究の「問い」から価値を創造する授業デザインの実践  

 

研究開発の時間的経過 

（１）6年間を通した数学・理科の学習配列,時間的経過(1年間の流れ) 
 数学 物理 化学 生物 地学 
中
学
１
年 

・正の数と負の数 
・式の計算，方程式 
・角の二等分線 
・空間図形 
・比例と反比例 
・ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑと代表値 

身近な物理現象 
・光と音 
・力と圧力 

物質のすがた 
・物質のすがた 
・水溶液 
・状態変化 

植物の生活と種類 
・生物の観察 
・植物の体のつくりと働き 
・植物の仲間 

大地の変化 
・火山と地震 
・地層の重なりと大地
の変動 

中
学
２
年 

・単項式と多項式 
・連立方程式 
・合同と証明 
・一次関数 
・確率 

電流とその利用 
・電流 
・電流と磁界 

化学変化と原子・分子 
・物質の成り立ち 
・化学変化 
・化学変化と物質の質量 
・化学変化と熱の出入り 

動物の生活と生物の進化 
・生物と細胞 
・動物の体のつくりと働き 
・動物の仲間 
・生物の変遷と進化 

気象のしくみと天気の変化 
・気象観測 
・天気の変化 
・日本の気象 

中
学
３
年 

・平方根 
・展開と因数分解 
・二次方程式 
・図形と相似，円周角 
・三平方の定理 
・二次関数 
・標本調査 

運動とエネルギー 
・運動の規則性 
・力学的エネルギー 

化学変化とイオン 
・水溶液とイオン 
・酸,アルカリとイオン 

生命の連続性         
・生物の成長と増え方 
・遺伝の規則性と遺伝子 

地球と宇宙 
・太陽系と銀河系 
・天体の動きと地球の
自転,公転 

高
校
１
年 

探究数学Ⅰ 未来科学 
・数と式 
・集合と命題 
・2次関数 
・図形と計量 
・場合の数と確率 
・図形の性質 
・数学と人間の活動 

物体の運動とエネルギー 
・速度,加速度 
・様々な力とその働き 
・力学的エネルギー 
様々な物理現象と 
エネルギーの利用 
・熱，波 
・電気と磁気 
・エネルギーとその利用 

物質の変化 
・物質量と化学反応式 
・化学反応 
・酸,塩基 
・酸化,還元 

生物の体内環境の維持 
・体液と恒常性 
・生体防御 
・自律神経とホルモン 
生物の多様性と生態系 
・植生の多様性と分布 
・生態系とその保全 

変動する地球 
・活動する地球 
・移り変わる地球 
・大気と海洋 
・地球の環境 
 

高
校
２
年 

探究数学Ⅱ 探究物理 探究化学 探究生物  
 
SS課題研究で 
地学分野に関連したテ
ーマ設定することによ
って,専門地学に関連
した内容を希望生徒は
探究活動を通して学ぶ 
 

・式と証明 
・複素数と方程式 
・図形と方程式 
・三角関数 
・指数関数・対数関数 
・微分法と積分法 
・数列 
・ベクトル 

様々な運動 
・平面内の運動と 
剛体のつり合い 
・運動量 
・円運動と単振動 
・万有引力 
・気体分子の運動 
波 
・波の伝わり方 
・音・光 

物質の状態と平衡 
・物質の状態とその変化 
・溶液と平衡 
物質の変化と平衡 
・化学反応とエネルギー 
・化学反応と化学平衡 
無機物質の性質と利用 
・無機物質 
・無機物質と人間生活 

生物の進化と系統 
・生物の進化の仕組み 
・生物の系統 
生命現象と物質 
・細胞と分子 
・代謝 
・遺伝情報の発現 
生殖と発生 
・有性生殖 
・動物,植物の発生 

高
校
３
年 

探究数学Ⅲ 電気と磁気 
・電気と電流 
・電流と磁界 
原子 
・電子と光 
・原子と原子核 

有機化合物の性質と利用 
・有機化合物 
・有機化合物と人間生活 
高分子化合物の性質と利用 
・高分子化合物 

生物の環境応答 
・動物の反応と行動 
・植物の環境応答 
生態と環境 
・個体群と生物群集 
・生態系 
 

・複素数平面 
・式と曲線 
・関数 
・極限 
・微分法とその応用 
・積分法とその応用 

 

（２）教育課程の編成・実施（教科・科目の教育内容の構成,対象学年,単位数,実施規模） 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 対象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数  

普通科 
未来科学 ４ 

科学と人間生活 ２ 

第１学年 
化学基礎 ２ 

探究数学Ⅰ ５ 
数学Ⅰ ３ 
数学Ａ ２ 

普通科 
自然探究コース 

探究数学Ⅱ ６ 
数学Ⅱ ４ 

第２学年 
※探究物理,探究生物のいず
れかを選択 

数学Ｂ ２ 
探究物理 ２ 物理 ２ 
探究化学 ２ 化学 ２ 
探究生物 ２ 生物 ２ 

普通科 
SSコース 

探究数学Ⅲ ７ 
数学Ⅲ ３ 

第３学年 
※SS探究物理,SS探究生物の
いずれかを選択 

数学Ｂ ２ 
数学Ｃ ２ 

ＳＳ探究物理 ３ 物理 ３ 
ＳＳ探究化学 ４ 化学 ４ 
ＳＳ探究生物 ３ 生物 ３ 
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研究開発テーマ 研究 

内容 
6クラス 2コース編制，観点別評価の適正な実施 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位 単位なし 

１．仮説 

高校 2 年次以降，自然探究コースと社会探究コースの

2 コース編制とすることで，文理分断しない学際的な学

びを展開する教育課程を編制することができる。また，

学力の三要素のバランスを重視した観点別評価の適正な

実施のために，定期考査を見直し，すべての教科で探究

型授業と学習評価の方法をさらに研究開発することがで

きる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

令和 6 年度第 2 学年から従来の SS コース，GS 文系コ

ース，GS理系コースとコース分けされていたものを新た

に「自然探究コース」と「社会探究コース」の 2 コース

編制とする。これらのコース編制の理由として，文理を

明確に分けるのではなく，それらの視点を融合させて，

教師が投げかける探究の「問い」の答えを追究し，さら

に進んで生徒自ら探究の「問い」を創ろうとする態度を

育てる。 

また，定期考査を見直し，観点別評価からなる形成的

評価と実力テストからなる総括的評価を適切に実施する。

このことで，教師の授業改善や生徒の学習改善につなげ

られるよう取り組む。4月当初の職員研修，7月，11月，

3 月と年 3 回実施する公開授業や，探究の「問い」を創

る授業(6)研究会の実施を通じて，探究型授業の中で観点

別評価を行う方法を開発し，教科の垣根を越えて実践状

況を共有する。 

 

❷内容・方法 

6 ク ラ ス 2 コ ー ス 編 制 

 令和 5年度（令和 4年度入学生）まで第 2学年からの

コース分けを「SS コース」「GS 文系コース」「GS 理系コ

ース」の 3 コースに分け，「探究数学ⅠⅡⅢ」や「SS 探

究物理・生物・化学」等の探究的な学びを重視する授業

は SS コースに限定していた。（SSH に関する探究活動は

全コースで実施している）令和 6年度の第 2学年から，

新たにコース選択を「自然探究コース」と「社会探究コ

ース」の 2コース編制とする。「探究数学ⅠⅡⅢ」や「探

究物理・生物・化学」等の科目は自然探究コースの生徒

が選択するものとする。社会探究コースは探究科学の科

目を 2,3年次で履修する。 

課題研究においては両コースで「ロジックプログラム

ⅠⅡⅢ(11)」を履修するものとする。「ロジックプログラム

ⅡⅢ(11)」において，自然探究コースは「SS課題研究(15)」

「学際課題研究(17)」「GS課題研究(16)」を選択し，社会探

究コースは「学際課題研究(17)」「GS課題研究(16)」を選択

できる。（表.1） 

従来のコース分けから 2 コースに編制した理由につい

ては，昨今の高等学校教育において，専門的な科目にと

どまらず，異なる分野を横断する学びが重視されるよう

になっている。これにより，生徒は複数の視点から問題

を考える能力を養うことができる。探究活動においても，

学科ごとの枠を超えて実際の課題に取り組むことが求め

られている。また，キャリア教育や進路指導においても，

文理融合を意識したカリキュラムが増えている。特に，

グローバルな視点や社会問題に関心を持つ学生が増えて

いる中で，文系・理系を問わず，実社会で必要なスキル

を身につけることが強調されている。 

このコース分けにより，従来 50～60 名ほどであった

SS課題研究(15)の履修者が令和 6年度第 2学年は 93名と

大幅に増加した。（表.2） 

【表.1 コース分けと課題研究】 

自然探究コース 

SS課題研究(15) 

学際課題研究(17) 

GS課題研究(16) 

社会探究コース 
学際課題研究(17) 

GS課題研究(16) 

 

【表.2 SSおよび学際課題研究履修者の推移】 

 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

SS 65 63 59 47 38 93 

学際 未開講 未開講 未開講 未開講 45 44 

期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 

 

職 員 研 修 「 授 業 と 評 価 」 

4 月第 3 週を午前中授業として午後を職員研修週間と

設定する。特に本校に赴任された教員に対して本校 SSH

の概要について説明を行う。特に探究の「問い」を創る

授業(16)のシステムについてその経緯や概要についての

説明を行う。 

新しい成績評価規定について，昨年度の授業と評価の

PDCA サイクルについて，「生徒の学力向上につながる評

価規定か」「教師の授業改善につながる評価規定か」「納

得感があり，ミスが生じにくい評価規定か」を見直し，

新しい評価のイメージを全職員で共有する。その後，シ

ラバスの例からどのような評価場面でどのように評価す

るのかを設定する。後半は自分の教科と他教科のシラバ

スを相互に見合い，意見交換を行う。最後に，各教科で

観点別評価を行う場面設定を協議する。（図.1） 

 

  
【図.1 授業と評価に関する職員研修】 

 

7 月探 究の 「問い 」を創 る授 業・ 授業 研究 会 

7 月に教科の枠を越える学際的な理数教育(33)，探究の

「問い」を創る授業(6)をデザインすることによって，新

たな価値を創造するために探究の「問い」を設定するこ

とができる資質・能力を高めることをねらいとして探究

の「問い」を創る授業(6)の公開授業と授業研究会を実施

する。（表.3）【Ⅰ型】【Ⅱ型】の 2種類の公開授業を実施

し，【Ⅰ型】では❶探究の問いを意識した授業，❷個別最

適な学びを意識した授業，❸協働的な学びを意識した授

業，❹一人一台端末を活用した授業，❺観点別評価を意

識した授業，❻防災の視点を取り入れた授業に関して，

各教科が重視する観点❶～❻を意識した授業を実施する。

【Ⅱ型】では①教科の枠を越える授業(33)，②宇土中高な

らではの学校設定科目の授業，③外部機関との連携授業，

④スーパーティーチャーにおける探究型授業を実施する。 

教員間の相互授業参観に加え，実施したすべての授業

で指導案や使用したプリント，シラバスなどを A1用紙 1

枚にまとめ，広い部屋においてポスターセッション形式

で来場者に説明を行う。（図.2） 
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【表.3 7月公開授業・授業者一覧】 

＜Ⅰ型公開授業一覧＞ 

 クラス 科目 授業者 ねらい 

中

学 

1-1 
数学 藤本大 ❶❷ 

方程式の利用 

1-2 

美術 森内 ❺❻ 

風景画「大きな木を描こう」～奇跡の一本

松を考える～ 

2-1 

2-2 

Junior Well-

Being 

下川・梶尾・ 

商業科ＳＴ 
❶❸ 

商品を作るとはどういうことなのか。商業

の視点から考えよう。 

3-1 

国語 緒方 ❸❻ 

日本語を母語としない人向け「引き渡し訓

練のお知らせ」を作る 

3-2 

音楽 犬童 ❷❸ 

創作「ハ長調の音階を使ってまとまりのあ

る旋律をつくろう」 

高

校 

1-1 
保健 磯野 ❶❷❸❻ 

感染症の予防 

1-2 

言語文化 齊藤 ❸❺ 

漢文入門 故事成語「推敲」（唐詩紀事よ

り） 

1-3 
家庭基礎 皆越 ❶❷❸❻ 

一人暮らしで災害時の「食」の備えとは？ 

1-4 

探究数学Ⅰ 水口 ❶❸❹❻ 

三角比と防災～古代人はどのように川の流

れを制御したのか～ 

1-5 

公共 早田 ❶❸❹ 

司法参加の意義（司法制度改革､裁判員制

度､刑事被告人の人権） 

1-6 

英コミュⅠ 小川 ❶❷❸ 

アメリカ出身の女性講談師，旭堂南春はな

ぜ日本人になりたいと言ったのか。 

2-1 

数学Ⅱ 川崎 ❶❸❻ 

正弦曲線が合わさること（波の干渉）でど

のようなグラフになるのか視覚的に考察

し，合成の仕方を考える。 

2-2 

探究科学 本多 ❶❸ 

プレートの動き（ホットスポットでできた

火山－海山列から，太平洋プレートの移動

方向や速度を明らかにする） 

2-3 

古典探究 浅川 ❶❸❹❻ 

「安元の大火」に見舞われた京を救え～古

語で避難を呼びかけ誘導する～ 

2-4 

探究物理 岩山 ❶❹❺❻ 

ゼロ災でいこう！～身近に潜む危険を力学

的に考える～ 

探究生物 後藤 ❶❷❸❹❺ 

なぜ､ヒトが生まれ､今を生きるのか？～オ

ンライン図書館から本質・変異・由来の視

点を定め世界を創造する～ 

2-5 
探究化学 福田 ❶❸ 

実験からものを考えよう 

2-6 

古典探究 吉本光 ❸❹❻ 

災害の記録としての「安元の大火」を学

び，地域の災害の歴史について目を向ける 

3-1 

論理表現Ⅲ 沖村 ❸❹❻ 

日本で生活する外国人に英語で災害情報を

伝えよう 

3-2 

数学Ｃ 串山 ❶❸❹❻ 

災害・感染症に関わるフェイクニュースを

統計的に批判する 

3-3 

英コミュⅢ 橋本 ❹ 

聴解・読解選択問題の答を送信させ､即時

に誤答分析を行って解説 

3-4 

論理国語 濱 ❶❸ 

生徒自身が作成した記述型問題と解答案を

相互検討する 

3-5 

古典探究 廣田 ❶❸ 

教材「侵官之害」を通して韓非子の思想を

読み解く 

3-6 

地理探究 永吉 ❶❸❹ 

世界の食料問題 ～なぜ､食料問題は解決

しないのか､そもそも本当に食料は不足し

ているのか～ 

＜Ⅱ型公開授業一覧＞ 

 クラス 科目 授業者 

中

学 

2-1 

2-2 

ＪＷＢ 下川・商業科ＳＴ 

商品の値段はどのように決まっているのだ

ろうか 

【目標】 

TSMC関連の外国人居住者の増加に対して, 

宇土中生の視点で熊本県の歴史や文化を紹

介するツール（カルタ）を作成する活動を

通して，数学・英語・社会などで学習した

ことを生かしながら商品の提案を行うこと

で､社会の仕組みや地域の課題へどのよう

に関わっていくのかを考える。 

【身につけさせたい力】 

社会：郷土の偉人や名所などを選出する過

程を通して，歴史や文化に触れ，郷土の歴

史に対する理解を深める。 

英語：読み札を英訳する活動を通して，聞

き手に伝わりやすい英語表現を身につけ

る。 

数学：販売数や値段の設定を行う過程を通

して，社会の仕組みを知るとともに，利益

計算など経営に必要な数学的な技術を身に

つける。 

【探究の問い】 

カルタを作って､「実現」したいことは何

だろうか？ 

【展開】 

(1)「ヒット商品」を調べ，その中から

5W1Hを活用した問いづくり 

(2)(1)の問いに言葉を追加・転換して，問

いに深みを出す 

(3)商品開発の 7つのステップ 

→高濱 STより商業の視点から商品開発を

説明していただく 

(4)商品開発に必要なステップのグループ

ワーク 

(5)報告書としてまとめる。 

高

校 
1-3 

数学×生物×体育 大島・後藤 ST・山﨑 

身体的 Well-Being を探究することをねら

いに､学際的な視点で深める 

【目標】 

体育の授業で記録した自身のクラウチング

スタートの動画に着目し，数学的視点から

理想のフォームを考察し，それを実際のフ

ォームに反映させる。さらに，ヒトと他の

哺乳類の骨格の違いに着目させ，踏み出し

（1歩目）から次の動作のつなげ方を探究

させる。 

【探究の問い】 

理想のクラウチングスタートの形はどのよ

うなものだろうか？ 
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【展開】 

(1)体育の授業で実践した「クラウチング

スタート」について，それぞれが撮影した

動画を基に理想的なフォームはどのような

形であるのかを考える。 

(2)自身の動画のクラウチングスタートを

スクリーンショットし，GeoGebraで足首の

角度の計測を行う。その形がどのような特

徴をもっているか個人で考察する。グルー

プで，数学的視点から理想的なクラウチン

グスタートを考察し，実際にそのフォーム

を写真に撮り，Miroにアップする。 

(3)各グループで考察した結果を全体に向

けて説明させる。その際，なぜそのように

考えたのか根拠を明確にして説明させるこ

とを意識させる。 

(4)ウサインボルト vsチーターの動画から

ヒトと他の哺乳類の骨格の違いに着目す

る。その上で，複数の哺乳類の骨格を掲示

し，生物的視点に基づいて後脚の関節およ

び各骨の長さに着目するとどうなるか考察

する。 

2-4 

Well-BeingⅡ 井芹洋・津田・梶尾 ST 

避難所で防災食を効率的に配るプログラム

とは 

【目標】 

情報科におけるプログラミング（フローチ

ャート）を防災（ウェルビーイング）の視

点から考える。 

【探究の問い】 

避難所で防災食を効率的に配るプログラム

とはどのようなプログラムだろうか。 

【展開】 

(1)「夏休みのある日，線状降水帯が発生

し，集中豪雨が数時間続いた。河川の氾濫

や土砂災害の警戒が高まっている。地元自

治体は直ちに避難勧告を発令し，地域住民

の安全確保のために避難所を設置した。避

難所では，2種類の非常食を一人一食ずつ

の配布を始めた。非常食を効率よく配るに

はどうしたら良いか？ただし，非常食は各

50食ずつあり，避難所には 100名来る」と

いう想定でフローチャートを作成する。 

(2)フローチャートはクラスで 4,5人の班

を作り，「開始」「終了」「制御」「条件

分岐」等のアクティビティ図を用いて作成

する。 

(3)作成したフローチャートは協同学習ア

プリ Miroに貼り付け，その内容を各班と

も発表する。（図.4） 

【図.4 協同学習アプリ Miro】 

3-1 

日本史探究×博物館 奥田 ST・博物館職員 

江戸時代の古文書から庶民の生活を探って

みよう 

 

【目標】 

教科書で学んだ江戸時代の庶民の暮らしに

ついて，博物館に所蔵されている古文書等

を読み解きながら，既存のイメージとの共

通点や相違点に気づき，驚きや発見を通し

て，地域の歴史を再確認するとともに，思

考力や資料分析力を高める。 

【探究の問い】 

江戸時代の熊本ではどのようなモノが流通

し，どのようなお金がどのように使われた

のだろう？ 

【展開】 

(1)江戸時代の庶民の暮らしについて，ど

のようなイメージを持っているか。 

※イメージについて授業前に記入 

(2)江戸時代の庶民の日常にモノとお金は

どう溶け込んでいたのか。 

(3)古文書からの気づき 

・どのようなモノが書かれているか。 

・どのようなお金が使われているか。 

・なぜこのような文書を作成したのか。 

・誰が作成したのか。 

(4)（江戸時代の貨幣に触れ､実際に使用さ

れていたお金を体感する） 

(5)古文書解読や実物（貨幣）に触れたこ

とで生じた驚きや発見から，各自で問いを

つくる。 

(6)問いをいくつかピックアップし，生徒

同士や授業者，博物館職員が対話を通して

思考を深める。 

 

  
【図.2 公開授業および授業研究会の様子】 

 

1 1 月探究の「問い」を創る授業 ( 6 )・授業研究会 

探究の「問い」にテーマを絞り，全教科で授業を実践

する。観点別評価に生かすための場面設定やウェルビー

イングにつなげる内容を盛り込み，教科の枠を越えて授

業見学できる機会を作る。（表.4） 

【表.4 11月公開授業・授業者一覧】 

教科 科目 ＨＲ 授業者 

国語 

国語 中 1-2 石川・緒方 

言語文化 高 1-6 齊藤 

論理国語 高 2-3 浅川 

社会 

地歴 

公民 

社会 中 2-1 下川 

公共 高 1-5 早田 

地理総合 高 2-3 中村雄 

数学 

ＪＷＢ 中 2-1・2 藤本・梶尾 

探究数学Ⅰ 高 1-3 大島 

探究数学Ⅱ

数学Ⅱ 
高 2-3 井芹 

理科 

理科 中 3-2 内村 

未来科学 高 1-3 井芹珠 

探究化学 高 2-4 上中 

英語 

英語 中 2-2 高木・伊藤・シーラ 

英コミュⅠ 高 1-6 小川 

英コミュⅡ 高 2-4 福島 

保健 体育 中 3-1・2 山﨑 
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体育 体育 高 1-456 西山 

体育 高 2-456 藤末 

芸術 書道Ⅰ 高 1-2・4 松本 

家庭 家庭 中 2-2 皆越 

 

3 月探究の「問い」を創る授業 ( 6 )・授業研究会 

3 月にも 7 月同様，探究の「問い」を創る授業(6)の公

開授業と授業研究会を実施する。（表.5）中 1,2,高 1,2の

各クラスで 2時間の公開授業を実施し，❶Well-Being（防

災の視点を含む）を取り入れた授業，❷探究の問いを意

識した授業，❸個別最適な学びを意識した授業，❹協働

的な学びを意識した授業，❺一人一台端末を活用した授

業，❻観点別評価を意識した授業など，各教科が重視す

る観点を意識した授業を実施する。 

【表.5 3月公開授業・授業者一覧】 

＜公開授業 1時間目＞ 

 クラス 科目 授業者 ねらい 

中

学 

1-1 

数学 藤本 ❷❹ 

「1〜100の和から数学の本質へ！AI時代

に考える数学の意味」 

1-2 

国語 石川・緒方 ❶❷❹❺ 

「やさしい日本語」で案内や報告の文章を

書こう！ 

2-1 

2-2 

JWB 

（理科×英語×美術） 

村嶋・梶尾 ST・伊藤・高木・ 

森内・シーラ 

Craft & Communication: Building Global Communication Skills 

高 

1-1 
現代の国語 松永 ❶❷❸❹❺ 

文章や情報を「吟味」しよう！ 

1-2 
未来科学 田口 ❷❹❺ 

物質の変化「酸化還元反応」 

1-3 

探究数学Ⅰ 大島 ❶❷❸❹❺❻ 

宇土市に新たな避難所を考えよう！ 

～ボロノイ図を使った宇土市ハザードマッ

プの再構築～ 

1-4 
保健 西 ❶❷❹❻ 

心肺蘇生法の意義や方法、手順について 

1-5 
公共 早田 ❶❷❹❺❻ 

経済のしくみと市場機構 

1-6 

論理・表現Ⅰ 吉本真 ❶❷❹❺ 

仮定法「もしあなたが日本で災害に遭った

ら？」外国人向け防災マニュアルを作ろ

う！ 

2-1 

探究科学 本多 ❶❷❹ 

粒子の挙動は？～流水のはたらきにより形

成される様々な地形の違いと形成要因～ 

2-2 
地理総合 中村雄 ❷❹❺ 

宗教と人間生活 

2-3 

古典探究 浅川 ❸❹ 

実用的文章へのアプローチ～複数の資料を

短時間で読み解く方法をグループワークで

見つけて発表する～ 

2-4 
探究数学Ⅱ 山本 ❷❹❺ 

ベクトル～別解を探る～ 

2-5 

英コミュⅡ 福島 ❸❺❻ 

Presentation～My Future Goalｓ and 

Action Plans 

2-6 

探究化学 上中 ❷❸❹❺ 

選んで、考えて、分離せよ！～芳香族化合

物分離プランニング～ 

＜公開授業 2時間目＞ 

 クラス 科目 授業者 

中

学 

2-1 

2-2 
1時間目と同様 

高 

校 

2-3 
Well-BeingⅡ 水口・津田 

統計的推測と防災 

2-4 

歴史総合 下川・奥田 ST 

宥和政策をどう評価するか」～資料読み取りと対話から思考の深

化と問いづくりにつなげる授業～ 

2-56 

(生物選択) 

探究生物 井芹珠・後藤 ST 

代謝（異化）をテーマに UTO-LOGICを駆使して探究の「問い」を

創る 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「探究型授業が充実している」「理数系教育

が充実している」の項目について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

探究型授業が充実していると感じている生徒（評価が

3 または 4 の生徒）はどの学年もおおむね 8 割程度いる

ことが分かり，また，理数系教育が充実していると感じ

ている生徒も 7割前後いる。 

職員研修や公開授業,実践発表会の機会を通して,探究

の「問い」を創る授業(6)をどのように各教科が展開して

いるのか事例の共有を図ることができたことでそれをう

まく生徒の授業に取り入れたことが要因の 1 つに挙げら

れる。また，教職員に対するアンケート結果で「探究の

『問い』を創る授業(6)の展開や生徒が探究の『問い』を

創る機会の設定」について肯定的な回答を示した割合は

すべての教員で 80%近くあり，「指導と評価の一体化」を

目指した授業も職員研修や公開授業を通して，着実に進

めることができており,すべての教科で探究型授業の実

践事例を重ねることができていることもこの結果から読

み取れる。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

中学校「Junior Well-Being」 

教科横断型授業の実践 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 時数 35 35 35    

学校設定科目「Junior Well-Being(8)」目標 

【選択教科として中 1年次～3年次まで年間 35時間，計

105時間を計画】 

「理科×数学」「理科×英語」「社会×数学」「社会×英

語」「数学×英語」等の教科横断型授業において，実践

的な探究的な学びを展開することで，自然や社会の課題

解決のために観察や考察，情報収集，データ分析，企画

提案等に必要な知識・技能の習得とともに豊かな思考

力・判断力・表現力を育む。 

１．仮説 

中学校段階における学校設定科目「Junior Well-

Being(8)」を通して特定の事物・現象について,数学の教

科特性を活かした概念形成を図ることによって,数学の

有用感を高めることができる。また，数学の考え方を通

して，事象を数学的に考察することにより，他教科との

関連や日常生活,科学技術との関連を意識することがで

きる。 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

「理科×数学」「理科×英語」「社会×数学」「社会×英

語」「数学×英語」等の教科横断型授業において､実践的

な探究的な学びを展開する。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

【第1学年】 

各テーマを通じて，自然や社会の多様な現象や物事を自分

事として捉え，自分にとってのウェルビーイングとは何かを

考えることができる。また､自然や社会の課題解決のために観

察や考察を通して，知識・技能の習得とともに豊かな思考力を

身に付けることができる。 

時期 学習項目 学習内容 

4・5月 

理科 

× 

数学 

ガイダンス 

校内の植生 

調査結果のグラフ 

化・可視化 

植生のまとめ 

調査によるデータ収集 

データのグラフ化 

グラフからの傾向分析・

考察 

6・7月 

理科 

× 

英語 

ガイダンス 

プラスチックの分類 

御所浦わくわく島体

験 

星座紹介 

英語による実験，分析，

考察，自然観察 

英語によるプレゼンテ

ーション 

9・10月 

数学 

× 

社会 

ガイダンス 

歴史上の図形の分析

（家紋の対称性を探

る） 

歴史の数字の検証

（歴史と人口推移） 

調査によるデータ収集・

整理 

データの分析 

分析結果の数学的考察 

11・12

月 

社会 

× 

英語 

ガイダンス 

海外旅行プランを考

えよう 

旅行プランを発表し

よう 

海外旅行に関する情報

収集・整理 

英語による旅行プラン

の作成と紹介 

 

1・2・3

月 

数学 

× 

英語 

ガイダンス 

外国の教科書から数

学を学んでみよう 

数学の問題を英語で

解いてみよう 

数学による学び（数学に

よる分析・考察）の整理・

共有 

英語による学び（実践的

英語力）の整理・共有 

 

【第2学年】 

各テーマの課題を通じて，社会の基本的な仕組みと機能の

概念を具体的かつ多角的に理解し，自然や社会の多様な現象

や物事を自分事として捉え，地域や社会にとってのウェルビ

ーイングとは何かを考えることができる。また，科学的手法と

データ分析を通じて，問題解決能力を高め，広い視野で物事を

考えることができる。 

時期 学習項目 学習内容 

4・5月 

理科 

× 

数学 

ガイダンス 

細胞の大きさを測 

定 

調査結果のグラフ 

化・可視化 

細胞の大きさの調 

査のまとめ 

調査によるデータ収集 

データのグラフ化 

グラフからの傾向分析・

考察 

7～12月 

社会 

× 

数学 

× 

英語 

× 

[商業] 

ガイダンス 

商品化の基礎 

企画書会議・作成 

カルタ大会 

プレゼンテーション

作成 

プレゼンテーション

大会 

マーケティングなどの

商品化の基礎を専門家

から学ぶ 

企画書を作成する 

カルタの絵札を作成す

る 

読み札を英訳する 

12・1月 

数学 

× 

[福祉] 

(情報・

体育) 

ガイダンス 

ユニバーサルデザイ

ンの基礎 

UDスポーツの考案 

プレゼンテーション

作成 

プレゼンテーション

大会 

UD の基礎を専門家から

学ぶ 

UD スポーツを企画・考

案する 

プレゼンテーションを

行う 

2・3月 

理科 

× 

美術 

× 

英語 

ガイダンス 

振動の基礎 

温度上昇コンテスト 

つまようじタワー耐

震コンテスト 

理科による学び 

英語による実験・分析・

考察 

英語によるまとめと発

表 

 

【第3学年】（令和7年度開講予定） 

各テーマの課題を通じて､グローバルな視点で､自然や世界

の多様な現象や物事を自分事として捉え､全人類にとっての

ウェルビーイングとは何かを考えることができる。また､科学

的手法とデータ分析を通じて､問題解決能力を高め､企画立

案・提案などに必要な知識・技能の習得とともに､多様な人々

に対して広い視野で提案・表現できる。 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 
実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

 

❹内容・方法 

授業では複数の教科の教師が連携し，各教科の特性を

活かしながら授業を展開する。中 1 年次では，各テーマ

を通じて，自然や社会の多様な現象や物事を自分事とし

て捉え，自分にとってのウェルビーイングとは何かを考

えることができる。また､自然や社会の課題解決のために

観察や考察を通して，知識・技能の習得とともに豊かな

思考力を身に付けることができる。 
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中学 1年 4・5月「理科×数学」 

『陽葉と陰葉の違い』 

 中 1 年次には，学校敷地内にある太陽に照らされた場

所にある葉と日陰にある葉の大きさや重さを計測し，ス

プレッドシートを活用しデータ分析を行い，プレゼンテ

ーションによる発表を行った。（図.1） 

 
【図.1 中 1まとめたデータ】 

 

中 2 年次では，各テーマの課題を通じて，社会の基本

的な仕組みと機能の概念を具体的かつ多角的に理解し，

自然や社会の多様な現象や物事を自分事として捉え，地

域や社会にとってのウェルビーイングとは何かを考える

ことができる。また，科学的手法とデータ分析を通じて，

問題解決能力を高め，広い視野で物事を考えることがで

きる。 

 

中学 2年 4・5月「理科×数学」 

『「ものさし」を通して科学する』 

ミクロメーターを使って，オオカナダモや小麦粉など

の大きさを計測し，比較し他者に伝わるようにまとめる。 

（図.2） 

【図.2 中 2まとめたデータ】 

 

中学 2年 7月～12月「社会×数学×英語×[商業]」 

『カルタを通して郷土商品を開発する』 

 球磨中央高校のスーパーティーチャーの先生と連携し，

マーケティングの基礎を学び，宇土の名物を広く伝えて

いくための商品化を行う。熊本の歴史や文化を絵（漫画）

にうつしたカルタづくりやプレゼンテーションを通して，

国際的な理解と地域愛を育み，多文化共生の推進と地域

の課題解決に向けた具体的なアクションプランを形成す

るスキルを身に付ける。また､地域や社会にとってのウェ

ルビーイングの視点をもつことで，自分たちの地域が直

面している現実的な課題を自分事として考え，それに対

してどのように行動すれば良いかを考える機会とする。

さらには，地域の歴史や文化を他者や外国人に伝えるツ

ールやマーケティングのノウハウを習得することで、熊

本と外国人コミュニティ間の架け橋となる人材を目指す。

（図.3） 

  
【図.3 カルタ作りの様子】 

 

中学 2年 12・1月「数学×[福祉]（情報・体育）」 

『視覚障がい者の視点で UDを開発する』 

 県立盲学校のスーパーティーチャー，NPO 法人数学

café 代表理事の根上様，富士通研究所研究員の簗島様と

連携し，視覚障がい者の方の周囲の情報の捉え方や，視

覚情報がなくとも相手に伝わるような伝え方を学び，数

学のグラフを音で伝えるプログラムを学ぶ。（図.4） 

視覚障害者も健常者と同じように人生を楽しんで生き

ていることを知ると同時に，少しの手伝いで生活がかな

り楽になることを知る。また，同じ障害を持つ人でも個

性があり，向き合い方は様々であることを知る機会とす

る。 

視覚障害者の生活を体験し，その後の数学音声教材開

発への動機づけを行う。その際，生徒たちに楽しみなが

ら興味・関心を高めつつ，視覚障害者の立場にたった考

察を行えるものにする。 

  
【図.4 UD開発の様子】 

 

３．検証 

理科や数学の学びを他の教科とつなげることで，生徒

は「なぜこの知識が重要なのか」「この知識がどのように

役立つのか」を実感しやすくなる。例えば，理科の化学

反応を学びながら，それに関連する数学の方程式や統計

を扱うことで，理論的な内容が実際の世界にどのように

応用されるかを理解できる。このように，学びが現実と

つながることで，学習へのモチベーションが高まること

が予測される。 

理科は自然現象や科学的原理を探究する学問であり，

数学を活用することで，その探究を深めることができる。

また，教科横断型授業では，複数の教科が絡み合うため，

グループでの協働学習が重要な役割を果たす。例えば，

理科の実験で得られたデータをチームで分析し，数学を

使って結果を予測するような活動では，協力して問題を

解決する経験ができる。これにより，チームワークやコ

ミュニケーション能力が向上し，社会で必要なスキルを

育むことができる。 

Junior Well-Being(8)を通じて，自然や社会の課題解決

のために観察や考察，情報収集，データ分析，企画提案

等に必要な知識・技能を習得することができていること

が感じられる。また，実践的・体験的活動の充実を図る

ことにより，適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようと

する実践的な態度を養うことができている。この取り組

みを続けていくことで中学生から更なる意識の変化をも

たらし，課題研究に必要な独創性が磨かれることが予想

される。 
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内容 

学校設定科目 

「J-tech」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 時数 17 12 7    

 

学校設定科目「J-tech(9)」目標 

【選択教科として中 1 年次～3 年次まで技術と合わせて

年間 35時間，計 105時間を計画】 

熊本県内の指導教諭及び専門機関の人材等と連携し，農

業・商業（起業）・工業・技術・家庭の領域を扱うプログ

ラミング等に関する授業を実践する。 

１．仮説 

中学校段階で学校設定科目「Junior-Technology(9)」を

通して，自然や社会の課題解決のために観察や考察，情

報収集，データ分析，企画提案等に必要な知識・技能を

習得することができる。また，実践的・体験的活動の充

実を図ることにより，適切かつ誠実に技術を工夫し創造

しようとする実践的な態度を養うことができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

令和 5年度から年次進行で講座を設置し，令和 6年度

は 1 年次の 1 月からと，2 年次の 9 月からそれぞれ開講

し，課題解決のために必要な知識・技能や実践的な態度

を養う。 

中学校における技術分野の一部代替として，計測・制

御技術を核とした，テクノロジーで新たな価値を創造す

るプロジェクト学習を展開し，実践的・体験的活動の充

実を図ることにより，課題を解決する力，適切かつ誠実

に技術を工夫し創造しようとする態度，共通の目標に向

かって作業を進める協調性とコミュニケーションスキル

を養う。1 年次から 3 年次までの活動を一連の学びとし

て計画し，社会に役立つロボットの製作及び提案を最終

目標とする。 

❷指導計画（学年ごとの学習の流れ）  

1年次の指導計画（1月～3月；17時間） 

回 実施内容 

第 1回 
｢電気回路について｣｢機械の共通部品と保

守点検の大切さ｣ 

第 2回 
｢運動エネルギーへの変換と利用｣｢回転運

動を伝える仕組み｣ 

第 3回 
｢問題の発見，課題の設定｣｢電気回路・力学

的機構の構想①｣ 

第 4回 
｢電気回路・力学的機構の構想②｣｢製作，点

検・調整①｣ 

第 5回 ｢製作，点検・調整②｣ 

第 6回 ｢製作，点検・調整③｣ 

第 7回 ｢製作，点検・調整④｣｢製作の過程の改善・修正｣ 

第 8回 ｢ロボットコンテスト｣｢製作過程の評価（報告会）｣ 

第 9回 
｢エネルギー変換の技術の最適化｣｢これか

らのエネルギー変換の技術｣ 

2年次の指導計画（9月～11月；12時間） 

回 実施内容 

第 1回 
｢計測・制御システムとは？｣ 

｢問題の発見，課題の設定｣ 

第 2回 ｢計測・制御のシステム構想｣ 

第 3回 ｢計測・制御システムプログラムの製作①｣ 

第 4回 ｢計測・制御システムプログラムの製作②｣ 

第 5回 ｢問題解決の評価，改善・修正｣ 

第 6回 
｢ロボットコンテスト（自動制御）｣ 

｢製作過程の評価（報告会）｣ 

 

 

❸評価方法 

各回の授業ごとに Google Form を用いて振り返りのア

ンケートをとり，その日の授業の要点記述だけでなく，

学習内容と身近な物との結びつきを表現し，授業に臨む

態度（復習の有無や授業の手ごたえ）を自己評価するな

どといった観点別評価を実施している。各年次の最後に

辞しする報告会では，成果物やプレゼンテーションの完

成度をコンテスト形式で競い，学習評価に反映させてい

る。 

❹内容・方法 

社会に役立つロボットの製作及び提案などテクノロジ

ーで新たな価値を創造するプロジェクト学習を展開する

ため，「技術」分野の一部代替として，学校設定科目

「Junior technology(9)（J-tech）」新設（2023 年）し，

「技術」と「J-tech(9)」との往還により，教科の枠を越

え，専門家と連携して STEAM 教育を実施している。 

1年次には，「エネルギー変換の技術」の単元で，ロボ

ットの四足歩行のためのてこクランク機構や，

3DCAD(Tinkercad)による脚部の設計や 3D プリンターに

よる出力，ロボットコンテスト（電池による強制駆動）

での試走，評価等を行う。 

2年次は，「計測・制御のプログラミングによる問題解

決」の単元で，microbit によるプログラミングを行い，

災害ロボット犬をモデルとした自作したロボットを走行

させ，障害物等をセンサーで計測・制御しながら，方向

転換できる四足歩行ロボットを作製し，コンテスト（プ

ログラミングによる計測制御駆動）で試走するなどして，

ものづくりの視点と問題解決力を育んだ。（図.1） 

3 年次は令和 6 年度はまだ未開講であるが，予定とし

てはこれまでの授業の知識や技術を活用して身近な課題

を見つけ，自ら課題設定し，ロボットを 3DCAD 等でイメ

ージ化し，課題解決に向けたアイデアを発表する予定で

ある。これらの J-tech(9)3 年間を通じて，ものづくりの

視点を通して防災をはじめとしたウェルビーイングの観

点を育んでいく。 

  
【図.1 J-Tech(11)の授業様子】 

３．検証 

中学生向けの Junior-Technology(9)を通じて，自然や

社会の課題解決のために観察や考察，情報収集，データ

分析，企画提案等に必要な知識・技能を習得することが

できていることが感じられる。また，実践的・体験的活

動の充実を図ることにより，適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態度を養うことができてい

る。この取り組みを続けていくことで中学生から更なる

意識の変化をもたらし，課題研究に必要な独創性が磨か

れることが予想される。 
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内容 

学校設定科目 

「未来科学」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位    4   

 

学校設定科目「未来科学(7)」 

【高校 1 年次に化学基礎 2 単位,科学と人間生活 2 単位

を代替して，未来科学(7)4単位を設置する】 

【目標】自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え 

方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど 

を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために 

必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

【知識・技能】自然と人間生活との関わり及び科学技術 

と人間生活との関わりについての理解を深め，科学的に 

探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身 

に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】観察，実験などを行い，人間生活 

と関連付けて科学的に探究する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】自然の事物・現象に進 

んで関わり,科学的に探究しようとする態度を養うとと 

もに,科学に対する興味・関心を高める。 

 

１．仮説 

「化学基礎」で扱う内容を軸に「科学と人間生活」で 

扱うエネルギー，粒子，生命，地球の事物・現象を学際

的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に学

びを深めることができる。また，未来科学 Lab(7)として

技術習得と未知探究の中間に位置する探究実験を実施す

ることによって，科学論文形式 IMRAD を意識したレポー

トができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

中学 3 年における先取り授業として年間 70 時間，地

学基礎 2 単位を扱い，高校 1 年に化学基礎 2 単位,科学

と人間生活 2 単位を代替して，未来科学(7)4 単位を設置

する。エネルギー，粒子，生命，地球の事物・現象を学

際的な視点で設定した探究の「問い」を通して探究的に

学びを深める。また，未来科学 Lab(7)と称した技術習得実

験と未知探究実験の中間に位置する探究型実験を行う。 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

単元テスト・ポートフォリオ・実験レポート・ワーク

シート・リフレクションシート・協働的学習の取組 

【図.1 観点別評価表】 

三観点(知識・技能，思考・判断・表現，主体的に学習に

取り組む姿勢)に沿った評価を行う。(図.1) 

❹内容・方法 

時間割編制の工夫により，化学，物理，生物，地学の 

教員が授業を担当することができる指導体制とし，理科 

4領域を 6時間の単元のまとまりで展開することができ 

るようにシラバス編制(図.2)をする。協同学習アプリ

Miroを用いて個別最適な学び・協同的な学びができるよ

うにし，「問い」を創る授業(6)を実践する。 

    【図.2 未来科学シラバス一部抜粋】 

授業は，学習端末機器 Chromebook を用い，1枚の Miro

ボードに物理，化学，生物の単元ごとにまとめたフレー

ムを作成し，「問題を解く」「問いに挑む」「問いを創る」

を GoogleForm を用いて取り組んだり(図.3,図.4)，リフ

レクションシート(図.5)を用いて単元の振り返りや問い

を創ることを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.3 Miroボード物理分野フレーム】 
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【図.4 Miroボード生物分野フレーム】 

【図.5 リフレクションシート】 

実験データの活用した「問い」 

班ごとに実験を行い,得られたデータ(図.6)の有用性

を個人で考え,班員で協議し,その結果を基に「問い」に

挑戦する。(図.7) 

 
【図.6 データの活用】 

【図.7「問い」に挑戦】 

 

未来科学 Lab(7)は，目的と意義に関するガイダンスを

実施したうえで,事前事後指導を含めた指導方法で実施

する。（表.1）物理,化学,生物,地学それぞれの領域で探

究テーマを提示し,探究テーマにもとづいた実験計画を

立案し,生徒がそれぞれ実験方法及び実験対象を準備す

る。薬品及び実験器具は生徒からのオーダーシートを受

け教員が準備する。実験後はレポートにまとめ,未来科学

Lab(7)チェックリスト（図.8,図.9）で自己評価して提出

する。教師評価を行った後にフィードバックする。 

 

 

 

 

【表.1 未来科学 Lab(7)の指導内容】 

時  期 指導内容 

実 施 前 【授業】ガイダンス 

2 週 前 
【教員】探究テーマ提示 

【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1 週 前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 

【教員】薬品・器具の調整 

当  日 【授業】未来科学 Lab(2時間連続) 

1 週 後 【生徒】レポート提出 

2 週 後 【授業】レポート作成講座 

 
【図.8 未来科学 Lab(7)チェックリストの一部】 

 

 
【図.9 未来科学 Lab(7)（自律神経と心拍数の増減）の流れ】 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「科学技術・理科・数学の理論・原理への

興味が向上する」の分野について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

それぞれの学年で差はあるものの，概ね 5 割～6 割の

生徒が肯定的な回答を示している。中学 3 年生や高校 1

年生の科学の基礎の分野において系統立てて指導してい

くこと更にアンケート結果が良くなると思われる。 

自主性,挑戦心をもった観察・実験を通して,理論・原

理を学び,応用する探究型授業の展開が有効であり,様々

な題材で未来科学 Lab(7)の実験テーマを今後,開発して

いくことが有効と考えられる。 
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内容 

学校設定科目 「探究化学」 

「探究物理」 「探究生物」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位     4 7 

 

学校設定科目「探究化学」目標 

【2年次化学 2単位・3年次化学 4単位と代替】 

化学的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,化学的に探究する能力と態度を身につける。また,化

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,化学的な事象・現象に対して探究の「問い」を学

際的視点で創ることができる態度を育成する。 

 

学校設定科目「探究物理」目標 

【2年次物理 2単位・3年次物理 3単位と代替・選択】 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め,理科の見方・

考え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行

い,物理的に探究する資質・能力を身につける。また,物

理学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自

然観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定す

るために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。

さらに,物理的な事象・現象に対して探究の「問い」を

学際的視点で創ることができる態度を育成する。 

 

学校設定科目「探究生物」目標 

【2年次生物 2単位・3年次生物 3単位と代替・選択】 

生物や生物現象に対する探究心を高め,理科の見方・考

え方を働かせ,目的意識をもって観察・実験などを行い,

生物的に探究する能力と態度を身につける。また,生物

学の基本的な概念や原理・法則を理解し,科学的な自然

観を身につけ,科学技術の在り方について意思決定する

ために必要な,科学的な見方や考え方を身につける。さ

らに,生物や生物現象に対して探究の「問い」を学際的

視点で創ることができる態度を育成する。 

 

１．仮説 

生徒が設定した 1年ロジックリサーチ(12)及びプレ課題

研究(13),2 年 SS 課題研究(15)及び GS 課題研究(16)のテーマ

を参照して,「探究物理」・「探究化学」・「探究生物」の授

業の探究の「問い」を設定する授業設計をすることによ

って,教科の枠を超えた授業(33)設計を行う視点が高まり,

主体的・対話的で深い学びを実現する授業改革を展開す

ることができる。また,数理融合教材開発,探究型授業実

践を通した教科横断型授業の構築を図ることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

探究的な学習の過程や課題の設定,情報の収集を行い

それを整理・分析,まとめ・表現を単元ごとに展開できる

ように,探究の「問い」を“つかむ”,“挑む”,“創る”

の 3 つの「問い」で構成した探究の「問い」を創る授業

を実践する。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

第3章 関係資料「5 開発独自教材一覧」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

基礎確認テスト・定期考査・ポートフォリオ・ 

実験レポート・ワークシート・協働的学習の取組 

観点別評価として,「知識・技能」は考査,実験,探究の

問いを掴むことへの取組,「思考・判断・表現」は考査,

実験,探究の問いに挑むことへの取組,「主体的に学習に

取り組む態度」は探究の問いを創ることへの取組を主な

対象とし,探究の過程が可視化できるように Google 

classroom 及び共有ドライブでデジタルポートフォリオ

をして教員と生徒が成果物を共有できるようにする。 

 

❹内容・方法 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 化 学 」 

化学の代替科目である「探究化学」における年間指導

計画において,単元毎に大きな「問い」を提示し,学びの

中で新たな「問い」を生徒自らが持てるように,授業ごと

に小さな「問い」を出していく。（表.1）その中でも，物

質などの性質は，教科書だけでは知識の暗記に留まらな

いように，実験から得られた結果から考察し，新たな「問

い」の探究実験に挑む展開で構成する。単元の振り返り

には，Google Formを用いて解答し（図.1），リフレクシ

ョンシート（図.2）を用いて探究の「問い」を創る場面

を設ける。協働学習アプリ Miro を活用すること（図.3）

で，生徒がいつでも授業の振り返りができるようにする。 

【表.1 主な単元の探究の「問い」】 

単元 探究の「問い」の例 

電気分解 
電気エネルギーを使って，強制的に酸化還元反応

をおこなうとどのような変化が起こるか 

電気分解の利用 電気分解はどのようなことに応用されているのか 

電気分解の

量的関係 

ファラデーの電気分解の法則から何がわかるの

か 

物質の三態 物質の沸点や融点はどのようにして決まるのか 

気体・液体間

の状態変化 

水の入った容器にふたをすると水が減らな

くなるのはどうしてか 

気体の性質 
圧力や温度を変えると，気体の体積はどのよ

うに変化するか 

気体の状態

方程式 

気体の物質量を変えると，気体の温度・圧力・

体積の関係はどうなるか 

混合気体 
混合気体の各成分の圧力と全圧はどのよう

な関係になるか 

理想気体と

実在気体 

分子自体の体積や分子間力は，気体の体積に

どのように影響するのか 

溶液の性質 物質の溶け方の違いは，何によるものか 

希薄溶液の

性質 

溶媒に少量の物質を溶かしたときに，どのよ

うな現象が起こるのか 

コロイド 
溶けている物質の粒子が大きくなると，どの

ような性質を示すのか 

結晶 結晶の構造はどのようになっているのか 

金属結晶の構造 金属結晶はどのような構造をしているのだろうか 

イオン結晶

の構造 

イオン結晶はどのような構造をしているの

だろうか 

その他の結

晶と非晶質 

分子や原子からなる結晶にはどのような特

徴がみられるか 

反応熱と熱

化学方程式 

化学反応において熱の発生や吸収が起こる

のはなぜだろうか 

ヘスの法則 
反応経路の違いと出入りする熱量にはどの

ような関係があるのか 

反応の速さ 化学反応の速さはどのように表されるだろうか 

反応速度を

変える条件 
化学反応の速さに何が影響を及ぼすだろうか 

反応の仕組み 化学反応はどのようにして起こるだろうか 

可逆反応と

化学平衡 

化学反応における平衡状態とは，どのような

状態なのだろうか 

平衡の移動 
平衡状態にあるとき，温度・圧力などを変え

るとどのような変化が起こるか 

電離平衡 
酸や塩基が溶液中で電離するとき，どのよう

な平衡が成り立つだろうか 
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塩の水への

溶解 

塩が水に溶けているとき，どのような平衡が

成り立つだろうか 

遷移元素 遷移金属から成る物質はどのような特徴をもつか 

無機物質と

人間生活 
身の回りにある物質にはどんな特徴があるのか 

脂肪族炭化

水素 

脂肪族炭化水素から成る物質はどのような

特徴をもつか 

芳香族化合物 
芳香族化合物から成る物質はどのような特

徴をもつか 

高分子化合物 高分子化合物とは何か 

天然高分子化合物 天然高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

合成高分子化合物 合成高分子化合物にはどんな特徴がみられるのか 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.1 GoogleFormsの利用（確認問題・回答状況）】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図.2 リフレクションシート】 

【図.3 協働学習アプリ Miroの利用】 

 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 物 理 」 

 物理の代替科目である「探究物理」においては，指導

と評価の一体化を図るため，協同学習アプリ Miroを用い

た個別最適な学び・協働的な学びによる探究の「問い」

を創る授業(6)を実践し，定期考査によらない評価を開発

する。 

 

①授業の流れ 

一人１台端末 Chromebook を用い，生徒も教師も 1 枚

の Miroボードを共有し，自分たちの課題研究の視点と偉

人 た ち の 研 究 の 視 点 を 重 ね る た め の 「 5W1H1R

（Regularity）」で単元内容を紐解き，探究の「問い」

（Mission）を解決しながら，大問いを解き明かしていく

授業を実施する。 

 

例  

単元：万有引力について(図.4) 

探究の大問い 

「ISS内の無重量状態で使う体重計は，重力下や,斜面で

も使えるのか?」 

探究の問い 1(Mission1) 

「ISS 内にある 2種類の体重計は無重量空間でどのよう

にして体重を量るか」 

探究の問い 2(Mission2) 

「天井と床からゴムで貼ったパンチングマシーンの周期

は?」 

探究の問い 3(Mission3) 

「実体振り子(棒振り子)と単振り子，周期が長いのはど

っち?」 

探究の問い 4(Mission4) 

「濁った水面に浮いて立つ棒（ウキ）の，水面下の長さ

を推測せよ」 

 

 
【図.4 Miro ボード】 
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②総括的評価 

単元テストや思考レポート等の観点別評価（評価Ⅰ）

及び，実力テスト（評価Ⅱ；100点法→5段階評価）で総

合的に評価する。(図.5) 

【図.5 評価Ⅰと評価Ⅱ】 

   

ア．観点別評価（評価Ⅰ）；ABC→5 段階評価 

・主に「知識・技能」を測るため，GoogleFormによる「単

元テスト αALL」及び「単元テスト β（記述式）」の基礎

問題（3割程度）で評価する。 

・主に「思考・判断・表現」を測るため，「単元テストβ

（記述式）」を実施する（教科書等閲覧可能）。 

・主に「主体性」の評価につなげるため，「リフレクショ

ンシート」や GoogleFormによる「問いづくり」，及び「単

元テスト α(3回)」の取組状況で評価する。また，「思考

探究レポート」を実施し，授業の導入や理解の定着を図

る。 

イ．実力テスト（評価Ⅱ）；100点法→5段階評価 

学期に 1 回の実力テスト（教務規定に従って実施；50

分）を行う。 

 

③形成的評価 

毎時間，理解度（自己評価）を確認し，生徒のつまず

きや，モチベーション向上につなげている。 

 

④協働的な学びによる，主体的で対話的で深い学びにつ

なげる工夫 

・写メしたミニ黒板を Miro内に張り付け，共有できるよ

うにしている．  

・Miroボードには，提出物や提出日，Formテストなどが

わかりやすいように，ボード内にまとめて配置し，24時

間振り返りができるようにしている。また，単元ごとの

Miro ボードに飛べるように，3 学年を通して，いつでも

見直しができるようにしている。 

 

⑤定期考査のみに頼らない評価及び観点別評価について

（アンケート結果） 

従来の定期考査の数回限りの評価ではなく，単元テス

トやレポートによる観点別評価と，実力テストによる評

価を行っていることについてのアンケートでは， [暗記

よりも理解に注力するようになった（82%）]，[授業中の

集中力が増した（76%）]という結果が得られた。また，

「なぜ，なに？」を重視した探究の「問い」を創る授業
(6)を通しての 1 学期から 2 学期の変容を問うたところ， 

[意欲（理解しようとするための継続的な努力）が向上し

た] ，[修正力・調整力（向上しようとするための予習・

復習などの取組）] については 78％と比較的高い割合を

示した。 

 つまり，定期考査や通知表がなくなったことで，生徒

が定期考査前に重点的に勉強する学習スタイルや一夜漬

けスタイルから，普段の勉強にも力を注ぐ学習スタイル

への変化につながり，指導と評価の一体化が図れている

ことの裏付けにつながった。 

また，形成的評価は，総括的評価に間接的に連動して

おり，モチベーション向上にも重要である。定期考査（ペ

ーパーテスト偏重で総括的評価を行っていた評価方法）

をなくしても，3 観点でのバランスの取れた評価＋実力

テストを中心とした成果を見る評価の組み合わせで，形

成的評価に重きを置いた評価ができ，総括的評価が適切

にできることもわかった。（図.6） 

【図.6 考査だけに頼らない評価づくり】 

 

学 校 設 定 科 目 「 探 究 生 物 」 

 生物の代替科目である「探究生物」は，探究の過程と

評価視点を組み入れた『探究の「問い」授業を創る授業
(6)』を実践する。3つの観点からなる探究の「問い」を授

業で扱い,探究の「問い」に生徒が協働的に取り組んだ内

容を観点別評価する授業デザインを構築する。Google 

classroom を学習管理システムとして,授業に関連する

教材共有や生徒の成果物をポートフォリオに活用できる

ようにする。生物的な見方,考え方や概念理解の定着を図

る動画や基本事項確認問題への取組は e-Learning で,探

究の「問い」への協働的な学びは授業で行うブレンディ

ッド・ラーニングを実践する。 

探究の「問い」を記載したシラバス及び生徒が創った

探究テーマは Google form・スプレッドシートで共有し,

探究の「問い」の一覧（データベース）にする。探究の

「問い」のデータベースはロジックリサーチ(12)でのミニ

課題研究やプレ課題研究(13),SS 課題研究(15)のテーマ設

定につなげられるようにする。 

探究の「問い」を創る授業(6)の実践例として,大単元「生

物の進化」から小単元「生物の系統の進化」の「人類の

系統と進化」の項目について，探究の「問い」を軸に探

究の過程を 1 単元（1 つの小項目）で展開する授業の実

践例を以下に示す。 

 

【ねらい】 

霊長類に関する資料に基づく，人類の系統と進化を形
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態的特徴などと関連付ける探究の「問い」に対して，「問

い」をつかむ（知識・技能）過程で，二足歩行と形態的

特徴との関係を理解し，「問い」に挑む（思考・判断・表

現）過程で人類の進化の道筋について考察させ，視点を

定めて自ら「問い」を創り出す（主体的に学習に取り組

む態度）ことができることをねらいとする。 

 

【評価規準】 

「主体的に学習に取り組む態度」「知識・技能」または

「思考・判断・表現」どちらかの視点で探究の「問い」

を創り，その探究の「問い」を❶粘り強い取組を行おう

とする側面,❷自らの学習を調整しようとする側面で評

価する。 

 【知識・技能】論理性・客観性 

原理の理解を深めようとしている 

Ａ 

❶・❷の

側面 

「探究の「問い」をつかむ」の取組を通して

得られた知識・技能に基づいて「問い」の視

点を定め❶，さらに，その知識・技能を深めよ

うとする❷探究の「問い」を創ることができて

いる。 

Ｂ 

❶または 

❷の側面 

「問い」の視点を定めた❶探究の「問い」を創

ることができている。または，知識・技能を

深めようとする❷探究の「問い」を創ることが

できている。 

Ｃ 

 

「問い」の視点が定まらない，知識・技能を

深めようとしていないものの，探究の「問い」

を創ることができている。 

 

 【思考・判断・表現】グローバル・革新性・創造性 

課題解決のための活用や科学技術への応用をしようとしている 

Ａ 

❶・❷の

側面 

「探究の「問い」に挑む」の取組を通して高

めた思考力・判断力・表現力に基づいて生物

や生物現象から「問い」の視点を定め❶，さら

に，思考力・判断力・表現力を活かそうとす

る❷探究の「問い」を創ることができている。 

Ｂ 

❶または 

❷の側面 

生物や生物現象から「問い」の視点を定めた❶

探究の「問い」を創ることができている。ま

た,思考力・判断力・表現力を活かそうとする
❷探究の「問い」を創ることができている。 

Ｃ 「問い」の視点が定まらない，思考力・判断

力・表現力を活かそうとしていないものの，

探究の「問い」を創ることができている。 

 

【授業のアウトライン】 

 
 

【授業の実際】 

学習内容の１つの小項目で探究の「問い」をつかむ，

挑む，創る，３つの観点で提示し，学習支援ソフト（Google 

classroom）を活用して，生徒の学びの可視化を図ること

で，「問い」と「観点別評価」を一体化させた探究の過程

を展開する授業の実践ができる 

 

❶探究の「問い」をつかむ 

なぜ，ヒトは類人猿にはできない直立二足歩行をするこ

とができるのか？ 

【教員】デジタル板書＋説明動画 

・プレゼンテーションソフトで作成 

・クリック後，字やイラストが表示 

・説明音声を加えた動画を学習支援ソフトに掲載 

 
【生徒】協働的な学び 

・資料及び教科書をもとに，キーワード抽出 

・キーワードを元に言語化，説明 

・個人で取り組んだプリントをデータ提出 

 
 

❷探究の「問い」に挑む 

なぜヒトが生まれ，どこに向かうのか？進化の視点から

探る※グループごとに別課題に取り組み，発表 

【教員】 

・共同編集資料投影・classroom 掲示（図.7） 

・資料引用：ジャパンナレッジ schoolオンライン図書館

（図.8） 

 
【図.7 授業の様子】【図.8 ｼﾞｬﾊﾟﾝﾅﾚｯｼﾞｽｸｰﾙ】 
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【生徒】協働的に探究課題に挑む 

・5つの視点を各班で探究 

・アルディピテクス・ラミダス 

・アウストラロピテクス・アファレンシス 

・ホモ・ハビリス 

・ホモ・エレクトス 

・ホモ・ネアンデルターレンシス 

 

❸探究の「問い」を創る 

なぜヒトが生まれ，どこに向かうのか？進化の視点か

ら，どのような研究テーマを立てることができるか？ 

【教員】 

・「問い」を一覧にし，共有および議論 

・生徒が創った探究テーマを共有 

・授業から創られた「問い」を探究テーマ設定時に活用

できるようにデータベース化 

【生徒】 

・入力テーマから探究テーマを入力 

・論理性，客観性，革新性など生徒が視点を定め，授業

の題材から探究テーマを創る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検証 

全校生徒に年 2回（7月，1月）行った SSHアンケート

内の質問項目「理科と探究活動」「理科と日常生活」「理

科を学びたい」の各分野について，単数回答法，間隔尺

度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各段階

の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」第５

節参照） 

「理科の探究活動」「理科と日常生活」では 6割ほどの

肯定的回答が得られた半面,「理科を学びたい」の項目で

は 4 割程度であったことから,理科的な視点で他教科を

学ぶ教科横断型授業の実践や学際的領域の教材開発が必

要であると考えられる。探究の「問い」を通して,理論や

原理を理解したうえで,学んだことを応用し,自ら探究の

「問い」を創る流れを他教科での学びでも活用すること

ができるよう,日常生活に着目した教材開発に加え,他教

科の題材を理科的な見方・考え方で学ぶ教材開発ができ

るようにしていきたい。 

また,生徒が創った探究の「問い」の一覧（データベー

ス）の活用は,「課題発見力・気づく力」や「独創性」を

高めるうえで有効であると考えられる。理科領域で扱う

題材が他教科で扱われている題材がないか,シラバスや

探究の「問い」の一覧から把握し,探究の「問い」から様々

な教科を学んでいく機会や教材提示方法を開発していく

ことが重要であると考える。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

学校設定科目 

「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位    5 6 7 

学校設定科目「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」目標 

【数学Ⅰ 3単位,数学 A 2単位,数学Ⅱ 3単位,数学 B 4

単位,数学Ⅲ 3単位，数学 C 2単位と代替】 

数学的な見方や考え方の良さを認識させ,それらを積極

的に活用する態度を育てる。教材を通して,数学におけ

る基本的な概念や原理・法則の理解を深め,体系的に組

み立てていく。また,数学の考え方を通して,事象を数学

的に考察し処理する能力を育てる。 

 

１．仮説 

特定の事物・現象について,数学の教科特性を活かした

概念形成を図ることによって,数学の有用感を高めること

ができる。また，数学の考え方を通して，事象を数学的に

考察することにより，他教科との関連や日常生活,科学技

術との関連を意識することができる。その上で，生徒自身

が探究の「問い」を創る場面を設定し，その探究の「問い」

を共有し，創った探究の問いを考察することを通して多様

な見方や考え方を身につけることができる。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

高校 1年に「探究数学Ⅰ」,高校 2年に「探究数学Ⅱ」,

高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置し,探究数学Ⅰでは数学

Ⅰ,数学Ａ,探究数学Ⅱでは数学Ⅱ,数学Ｂ,探究数学Ⅲで

は数学Ⅲ,数学Ｃの領域の関連性に考慮しながら内容を適

宜振り分け,系統的に幅広く学習する。ただし，数学Ⅰ(4)

データの分析及び数学Ｂ（2）統計的な推測などの統計分

野は学校設定科目「Well-BeingⅠ・Ⅱ(26)」で扱うこととす

る。 

 

❷年間指導計画(1年間の学習の流れ)・開発教材 

第2章 実施報告書 テーマⅠ「研究開発の時間的経過」参照 

 

❸評価方法 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

評

価 

診
断
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

形成的 
総
括
的 

内

容 

単元テスト・定期考査・ 

問題演習・ワークシート 

 

❹内容・方法 

探究数学Ⅰ･Ⅱ･Ⅲでは，協働学習アプリ「Miro」を用い

て生徒の個別最適な学びと協働的な学びを実現しながら，

探究の「問い」を創る授業(6)を実践し，生徒に探究的な学

びに向かうための基礎を身につけさせる。Miro は，各単

元で 1枚のボードを作成し(図.1），授業のまとまりごとに

スペースを設ける(図.2)。生徒は一人一台端末の Chrome 

bookを活用して協働作業などを行う。 

 
【図.1単元の Miroボード】 

  
【図.2 授業のまとまり】 

 

探究の「問い」を創る授業(6)では探究の「問い」をまず

つかみ,それに生徒自らが挑み,その内容について解き,解

いた内容を他の生徒に伝えることを順番で構成すること

を基本とする。 

 

【例 数学 A 単元：場合の数と確率～メレの問題】 

①探究の「問い」をつかむ(図.3) 

「問い①：ある 2人が先に 6勝すると賞金がもらえるゲー

ムをしている。しかし Aが 5勝，Bが 3勝したところでゲ

ームを中断しなくてはならなかった。このとき賞金の配分

はどうしたら良いだろうか？（勝つ確率は互いに 50％と

する）」 

「問い②：A が 2 勝，B が 0 勝でも同じように考えても良

いのだろうか？」 

「問い③（本時の大問い）：どのような勝敗でもお互いに

納得できるような賞金の分配はどんな方法だろうか?」 

②探究の「問い」を解く 

グループで自分たちの解決方法について考えさせ，その

方法の写真を撮り，Miroにアップさせる。(図.4) 

③考えを共有する 

Miro にアップされた写真を基に考えを共有する。各班

自分たちの考えを全体に向けて説明させる。 

④授業のまとめ 

授業担当よりまとめとして，パスカルとフェルマーの書

簡について紹介をし，授業のまとめを行う。(図.5) 

 

 
【図.3 探究の問いをつかむ（ワークシート）】 
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【図.4 意見共有】   【図.5 ﾊﾟｽｶﾙとﾌｪﾙﾏｰの書簡】 

 

数学は研究の場面等で実際の現象を扱っているにもか

かわらず, 高校数学で扱う問題はほぼ全ての領域におい

て抽象化されたものとなっている。そのため, 数学は抽象

的で, 将来において役立たないと思っている高校生が少

なくない。そこで，各単元において授業で,日常生活と数

学の関連を題材にした内容を取り扱い,数学が普段の生活

とどのように関わりを持っているのかを認識させ,そのう

えで数学的思考力を高める。 

 

【例 フェルマー点の日常への活用（学習指導要領外）】 

① 探究の「問い」をつかむ 

2020 年 7 月豪雨に関する記事とドローンを用いた救援物

資に関する動画，そしてドローンの現状に関する記事を読

み，本時の探究の大問いをつかむ。(図.6) 

「探究の大問い：災害時に孤立集落になる３つの地点にド

ローンで物資を届けるためには，補給地点をどこにするの

が一番いいだろうか？」 

② 探究の「問い」を解く 

探究の「問い」について，各自で予想し，Miroの付箋機能

を用いて意見の共有を全体で行う。その後，図形処理ソフ

トの GeoGebra を用いて各点から最短距離となる場所をグ

ループで考察する。(図.7) 

③考えを共有する。 

グループで話し合った内容について，各グループの考えを

説明させ，意見共有を行う。 

④授業のまとめ 

本時の振り返りを行い，新たに生まれた「問い」について

考えさせ，共有を行う。 

以上のような流れを通して数学の有用性を実感させると

ともに，日常生活や科学技術との関連および課題解決に活

かそうとする意識を高める。 

 

 

 

【図.6 日常への関わりを用いた探究の問い】 

 

【図.7 Miro付箋機能と図形処理ソフト GeoGebra】 

 

 生徒が探究の「問い」を創り，その「問い」について

考える場面を各単元の最後に設定している。まず，教師

側から，その単元に関する探究の「問い」を提示し個

人，そしてグループで考え，全体で共有する。その後，

自分で学習した単元と関する探究の「問い」を創り，そ

の答えを考察させる。その際，ワークシートには探究の

「問い」を創り，考察したことの振り返りや，問いを創

ったり，解決したりするために工夫した点を記述させ，

思考の深まりを促すようにしている。 

 

【例 単元：数学Ⅱ 微分法と積分法】 

①教師からの探究の「問い」について考察する。 

問い：「半径 1の球に内接する円柱の体積が最大となると

き，円柱の高さはどれくらいだろうか？」 

個人，グループの順で考察し，考えを全体で共有・説明

させる。(図.8) 

②教師から提示された探究の「問い」を踏まえて，自分

の探究の「問い」を創り，その問いについて考察する。 

③ これまでの考察を踏まえた振り返りを行う。 

 
【図.8 探究の問いとワークシート】 

 

 事象を数学的に考察し，処理する能力を高め，数学の有

用感を実感させるため，教科横断型の授業も取り入れる。

その際，数学の教科特性を活かすため，数学を使って他教

科の学びを深めることができるような組み合わせにする

など，生徒がそれぞれの教科の良さを実感できるような授

業構成とする。 

 

【例 理想のクラウチングスタートの形は？ 

   体育×生物×数学】 

授業のねらい 

3 人 1 組教科の枠を越える授業(33)「数学・体育・生物」 



 

- 31 - 
熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 第Ⅲ期第２年次                      SSH 研究開発実施報告書【❷実施報告書（本文）】 

 

研
究
開
発
の
経
緯 

研
究
開
発
② 

探
究
活
動 

研

究

開

発

③

W
el
l-

B
e
in
g
Ⅰ
Ⅱ
 

実
施
効
果
と
評
価 
校
内
組
織
体
制 

成
果
発
信
・
普
及 

研
究
開
発
方
向
性 

研
究
開
発
の
課
題 

研
究
開
発
①
理
数
教
育

と
探
究
の
問
い 

【図.11 全体での共有】 

体育の授業で記録した自身のクラウチングスタートの動

画に着目し，数学的視点から理想のフォームを考察し，そ

れを実際のフォームに反映させる。さらに，ヒトと他の哺

乳類の骨格の違いに着目させ，踏み出し（1歩目）から次

の動作のつなげ方を探究させる。 

授業展開 

①「問い」をつかむ 

体育の授業で実践した「クラウチングスタート」について，

それぞれが撮影した動画を基に理想的なフォームはどの

ような形であるのかを考える。(図.9) 

②「問い」を考察する 

自身の動画のクラウチングスタートをスクリーンショッ

トし，GeoGebraで足首の角度の計測を行う。その形がどの

ような特徴をもっているか個人で考察する。グループで，

数学的視点から理想的なクラウチングスタートを考察し，

実際にそのフォームを写真に撮り，Miro にアップする。

(図.10) 

③考えを共有する。 

各グループで考察した結果を全体に向けて説明させる。そ

の際，なぜそのように考えたのか根拠を明確にして説明さ

せることを意識させる。(図.11) 

④問いを広げる 

ウサインボルト vs チーターの動画からヒトと他の哺乳類

の骨格の違いに着目する。その上で，複数の哺乳類の骨格

を掲示し，生物的視点に基づいて後脚の関節および各骨の

長さに着目するとどうなるか考察する。 

⑤授業のまとめと探究の問いを創る 

教科横断型で授業設計した教員が，今回の内容に関して創

った問いを紹介し，生徒自身が本時のテーマから探究の

「問い」を各自で創る。(図.12) 

 
【図.9クラウチングスタートの確認】 

 
【図.10グループでの考察】 

   
 

 
【図.12 探究の問いを創る】 

 

３．検証 

全校生徒に年 2 回（7 月，1 月）行った SSH アンケート

内の質問項目「数学と探究活動」について，単数回答法，

間隔尺度（強制選択尺度[4件法,4：肯定～1：否定]）の各

段階の割合と平均を求めた。（詳細は第３章「関係資料」

第５節参照） 

数学を学ぶと探究活動に役立つか尋ねたところ，各学年

でおよそ半数の生徒が肯定的な回答を示した。今後は，実

社会や日常生活との関連を意識した教材開発や指導方法

の充実を図るとともに，教科横断教材や学際的教材の開発

に重点を置く必要があると考える。また，Well-Being Ⅰ

Ⅱ(26)と連携を取りながら，体系的なデータサイエンスの

知識・技能の充実を図り，思考・判断・表現の機会を充実

させ，主体的に学習に取り組む態度を育成する学校設定科

目の開発も必要と考える。通常の数学の授業だけでなく，

日常生活と数学の関連を題材にした授業や作問，他教科と

の数学的アプローチを施すことにより，これらの項目を更

に改善していきたい。数学は好き嫌いが激しく，特に社会

探究コースに所属している生徒は数学の有用性を十分理

解できていない。大学の理工系の各部に進学せずとも，将

来様々な場面で数学的思考力が必要となってくる。いかに

そこを理解させていくかが今後の課題である。 
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研究開発テーマ 研究 

内容 

探究の「問い」を創る授業 

シラバスとルーブリック 

対象 中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 

Ⅰ理数教育と探究の「問い」 単位 単位なし 

１．仮説 

すべての教科で，探究の「問い」を創る授業(6)を設計す

るシラバスを作成や，授業を通して教員,生徒が創った探

究の「問い」のデータベースを作成することで，過去の授

業で得たフィードバックや改善点を反映させ，授業の内容

や評価方法をより効果的に調整できる。 

また，探究の「問い」を評価するルーブリックを開発す

ることで,評価基準や成績の付け方が明確になり，生徒が

自分のパフォーマンスをどう向上させるか，どの点に力を

入れるべきかを理解する手助けとなり得る。 

 

２．研究開発内容・方法 

❶概要 

すべての教科で,探究の「問い」を創る授業(6)を設計す

るシラバスを作成する。授業を通して教員,生徒が創った

探究の「問い」のデータベースを作成し,教科間連携や探

究活動のテーマ設定に活用する。探究の「問い」を評価す

るルーブリックを開発し,「主体的に学習に取り組む態度」

を観点別評価する方法を開発し,その運用を成果として波

及する。 

 

❷内容・方法 

探究の「問い」を創る授業 ( 6 )を設計するシラバス 

すべての教科で，4 月当初に授業シラバスを作成する。 

シラバスの基本の形として，生徒・教師にとって 1年間の

学びの羅針盤となるものにすることを目的とする。各教科

共通の記入項目としては，❶学習指導要領の各科目の目標

に基づいて設定する学習の到達目標，❷「こうなって欲し

い」という学習後の生徒の姿を記述した評価の観点の趣旨，

❸年間の学習活動（①単元名，②単元における学習内容，

③単元の評価規準，④評価方法）等を必ず明記するものと

する。（図.1） 

 

 
【図.1 シラバス作成例】 

 

探 究 の 「 問 い 」 の 一 覧 （ デ ー タ ベ ー ス ） 

探究の「問い」を創る授業(6)のシラバスや教員の「問

い」,SSH指定以降の探究活動のテーマ,授業を通して生徒

が創った「問い」を Google form で集約したものを探究の

「問い」の一覧とし,一部を独自開発教材ロジックガイド

ブック(18)第二版に掲載する（図.2）。各教科で GoogleForm 

または Google スプレッドシートで生徒が創った探究の

「問い」を集約する。探究活動のテーマ設定時に活用する

ことを意識し，1年前半のロジックリサーチ(12)におけるミ

ニ課題研究や 1年後半のプレ課題研究(13)，2年次における

SS課題研究(15)，学際課題研究(17)，GS課題研究(16)の研究に

おいて活用する。 

 
【図.2 探究の「問い」の一覧（データベース）】 

 

探 究 の 「 問 い 」 を 評 価 す る ル ー ブ リ ッ ク 

各教科において，探究の「問い」を評価するルーブリッ

クを開発する。単元のまとまりごとに設定する探究の「問

い」を「つかむ」，「挑む」，「創る」の 3つの視点で取り組

み，深めた学びを以下の表を参考にして，ルーブリックで

評価する。（表.1） 

観点別評価の 3 観点について，「知識・技能」の項目に

ついては，探究の「問い」をつかむことができているか，

概念や技能を得ているかで 3段階で評価し，「思考・判断・

表現」の項目については，探究の「問い」に挑む，疑問・

課題に科学的に探究しているかで 3 段階で評価する。「主

体的に学習に取り組む態度」の項目については，探究の「問

い」を創る，学びを通して探究の「問い」を創れるかで 3

段階で評価する。「主体的に学習に取り組む態度」の評価

例として，「知識・技能（原理の理解を深めようとしてい

る）」または「思考・判断・表現（課題解決のための活用

や科学技術への応用しようとしている）」のどちらかの視

点で探究の「問い」を創り，その探究の「問い」を❶粘り

強い取組を行おうとする側面,❷自らの学習を調整しよう

とする側面で評価する。 
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【表.1 探究の「問い」を評価するルーブリック例】 

 知識・技能 

内

容 

【探究の「問い」をつかむ】 

概念・技能を得ているか？ 

学際的領域の事物・現象について概念や原理・

法則を理解している。観察や実験の操作，記録

等，技能を身に付けている 

3 

概念や原理・法則が理解でき，観察や実験の操

作，記録等，技能を身に付け，探究の「問い」

をつかむことができている 

2 

概念や原理・法則が一部理解できており，観察

や実験の操作・記録等，技能を扱って，探究の

「問い」を一部つかむことができている 

1 

概念や原理・法則の理解が不十分で，観察や実

験の操作，記録等の技能の定着，扱いができて

なく，探究の「問い」をつかむことができてい

ない 

 思考・判断・表現 

内

容 

【探究の「問い」に挑む】 

疑問・課題に科学的に探究しているか？ 

学際的領域の事物・現象について問題や課題の

把握ができている。結果をもとに分析・判断を

し，科学的に表現ができている 

3 

問題や課題の設定ができていて，得られた結果

にもとづく科学的な分析・判断・表現を行い，

探究の「問い」に挑むことができている 

2 

課題の設定が一部できており，得られた結果に

もとづく主観的な分析・判断・表現を行い，探

究の「問い」に挑むことができている 

1 

問題や課題の設定が不十分で，十分な結果が得

られてなく，分析・判断・表現が行われず，探

究の「問い」に挑むことができていない 

 主体的に学習に取り組む態度 

内

容 

【探究の「問い」を創る】 

学びを通して「問い」を創れるか？ 

学際的領域の学びを通して，科学技術と人間生

活との関わりに着目し，自ら「問い」を創るこ

とができている。 

3 

概念や原理・原則にもとづき，学際的領域の事

象・現象から見出した疑問や課題に着目し，自

ら「問い」を創ることができている。 

2 

現象，科学技術と人間生活との関わりから見出

した疑問や課題に着目し，自ら「問い」を創る

ことができている。 

1 

概念や原理・原則が不十分であり，科学技術と

人間生活との関わりから疑問や課題に着目でき

ていなく，自ら「問い」を創ることができてい

ない。 

 

職 員 研 修 ・ 授 業 と 評 価 の 一 体 化 

授業と評価の一体化の実践事例として 3 名の教員が事

例を説明する。①形成的評価における相互評価の有用性に

ついて（国語科松永夏海教諭），②テスト以外の評価場面

の設定と生徒の学習意欲の変化について（数学科大島聡矩

教諭），③Arts & Engineering「架け橋プロジェクト」の

実践事例について（美術科森内和久教諭）の 3人からそれ

ぞれの教科において，指導と評価の実践事例を説明する。

松永教諭は「書くこと」についての国語科の課題研究を通

して，記録（成績）に残す「総括的評価」に注目してしま

うが，日ごろの教育の積み重ねの中で，いかに学習者が「思

考し，深めていく」かが重要であり，そのためにも成績と

して記録には残さないが，「形成的評価は不可欠である」

ことを 1年間の授業を通して学んだことを述べる。大島教

諭は多様な評価場面の設定による生徒の学習習慣や数学

に関する考え，学習内容の定着の変化について 1年間研究

を進め，「成功体験による学習意欲の喚起」「学習習慣の定

着」「基礎学力の定着」など多様な評価場面を設定するこ

とで，生徒の数学に関する意識や学習習慣の定着が図れた

ことを述べる。森内教諭は Arts & Engineering「架け橋

プロジェクト」（❷実施報告書（本文）55ページ参照）を

通して，皆で授業をつくることに対してのワクワクとドキ

ドキ，架け橋プロジェクトについての概要説明，企画会議

などで大人の都合でハッとすることなどを 3 つの柱とし

て説明する。3つの実践事例を通じて，各教科で今後でき

ることを教科会で話し合う。（図.3） 

  
 

  
【図.3 職員研修の様子】 

11月にも授業と評価に関する職員研修を行う。「評価の適

切な実施」「授業改善」に向けた取組について，その取組

を充実させることで，適切な評価の実施や授業改善を行い，

生徒の学習改善や授業評価における評価向上につなげる。 

講師として神戸大学大学院人間発達環境学研究科の石田

智敬氏を招き，「今求められている学力とは？～評価を学

習改善に生かすには～」のタイトルで生徒向けの講演会を

行う。そこでは，今求められる学力とは何かを押さえたう

えで，観点別評価が導入されている意義やその評価方法に

ついて説明していただく。その後，職員研修で「観点別評

価の意義・目的について」のタイトルで講演をいただき，

本校の取組の実際について 3 人のプレゼンテーションを

行ったあと，それに対するアドバイスや，授業改善に向け

た情報交換，質疑応答などを行う。（図.4）生徒向け講演

会から職員研修までを，高校教育課・県立教育センター・

各県立高校に案内する。 

  
【図.4 11月職員研修の様子】 

３．検証 

テーマⅠ「観点別評価の適正な実施」にも通ずるところ

もあるが，まだ教科ごとに作成をしている段階であり，そ

のシラバスやルーブリックをすべての教科で共有はでき

ていない。今後の課題として，各教科での取組を共有する

プラットフォームの整備が課題である。 

観点別評価における「主体的に学習に取り組む態度」 

を生徒が創った探究の「問い」で評価するルーブリック 

構築に取り組むことで，各教員の取組と探究の「問い」 

を集約することを進めることができると考える。 


